
資料 1

看護業務実態調査の結果について (前回の宿題事項)

看護師が行う医行為の範囲に関する研究 (速報)

(平成 22年度厚生労働科学特別研究事業 主任研究者 防衛医科大学校教授 前原正明)

資料 1-1 「現在看護師が実施」から「今後看護師が実施可能」のベク トル図

資料 1-2 「現在看護師が実施」が 10%以下の施設区分別回答数 (看護師回答 )

※この結果は速報値により、今後変更の可能性があります。



「現在看護師が実施」から「今後看護師が実施可能」
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◆検査 (実施 )
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◆検査 (実施の評価 )
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◆呼吸器 ◆処置・創傷処置①
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◆処置・創傷処置②
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◆手術 ◆緊急時対応
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◆予防医療
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◆薬剤の選択・使用―臨時薬
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◆その他
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◆「現在看護師が実施」が10%以 下の施設区分別回答数 (看護師回答 )
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手術サマリーの作成

| |

手術時の機器や手■i器械の把持及び保持 (手 術の第一・第二助手) 85'6 0 |

感染症検査 (インフルエンザ・ノロウィルス等)の実施の決定 851t 7

抗痛剤等の皮下漏出時のステロイド薬の選択、局所j主射の実施

轟J作用症状の確認による薬剤の中止、減量、変更の決定 4

整形外科領域の補助具の決定、注文 2

■■症検査 (インフルエンザ・ノロウィルス等)の結果のお平価 5

17′ 抗菌剤開始時期の決定、変更時期の決定 3
l

人工呼吸器装清中の愚者のウイニングスケジュール作成と実施
1 5

pヾpV開 始、中止、モード8,定 681 4 0 ll 3 2

降管・胆管チュープの管理 :洗浄 | 4

トリアージのための検体検査の実施の決定
|

経 El・ 経鼻柿管チュープの抜管
!

幹細胞移lle:接 続と滴数調整 52ヽ

予勝 I11奎 の案 ltl判 断

ACT(活 性化凝固時Fl)の 波1定実施の決定
| |

小児の経日電解質液のB格 始と濃度、量の決定
|

膀ntろ うカテーテルの交換 1 綺

患者の入院と遺院のll断 47ヽ

他科・他院への診療情報提供書作成 (紹介および遮僣)

膀統内圧測定の実施 6 1 0 7

家族Hl画 (避 ,1)に おける低用量ビル 7
! 3

風艤検査の実施の決定 11 1 3 21

14 大腸がん検診 i艇 潜血ォーダ(一 次スク1プ ー=ング) 5 4 ; :| 4

5 トリアージのための検体検贅結果の評価 0 |

経日・経鼻柿管の実施 5

在宅で終末期ケアを実施してきた患■の死亡確認 6 3 ||

PCPS等キm助循I鷲 の管理■彙作 0 0 2

手術前検斎の実施の決定
: 0 14

DR「ll検査の実lt 4 2

治療効果判定のための検体検斎の実施の決定 1 4 2

直1務 内圧測定・RIPl内 圧損1定の実施
1 9

単純X線撮影の実施の決定
| 8 4

7 治療効果判定のための検体検斎結果の評価 |
l |

微生物学検査実施の決定
1 17

胃ろう、腸ろうのチュープ抜去
|

胃ろうチュープ・ボタンの交換 2

票刑感受性検贅実施の決定 27ヽ
| 10

腹腔ドレーン抜去 (腹腔穿束1後の抜針含む ) 3 1

中心静脈カテーテル抜去 24ヽ 7 9

スバイElメトリーの実施の決定 2 |

真画検壺の結果の評価 23覧 |

血流E平 価検査(A31/PWV/SP,)検 薔の実施
: 6

硬1英外チュープの抜去 2 l | !1 3

賜ろうの管理、チュープの入れ替え l 7

薬物血中濃度検査(TDM)実 施の決定
l | 6

DT、 MRI検査の実施の決定 4 0 0

1中の

“

12,呼 吸

“

It雪 lT(鷹 酔薇′1の 鵬節
=齋 `|1漁

1,ら ■,t輸 液E等 の農

",
| 0 l

嗽下造影の実施の決定 2 0 0 フ ||

下肢血管超音波検査の実施の決定 7 0

単純Xttla影 の画像評価
| 0 17

2 直接勁脈穿刺による採血 3 4 |

直腸内圧測定・肛P'内 圧測定実施の決定 ! || | 0 4

血流評価検査(ABνPWV′ SPP)検 査の実施の決定 2 | 0

饉部超音波検査の実施の決定 2 4 0 4 5

骨密度検査の実施の決定 2 l 4

表在越音波検査の実施の決定 6 2 0 4

膀肌内圧測定実施の決定 0 | 3

眼底検査の実施の決定 1 0 3

全身麻酔の導入 1 0 0

蟻下内視鏡検査の実施の決定 | 5 7

曳下眠瘍の切関・1非艤 :皮下組織まで 2 1 8 4

いnt超 音波検壼の実施の決定 2 1 2 5



現在舞襲師が
実施の割合

(*)

特定機能病
院
〈人 )

特定機能
以外の病院

(人 )

診療所
(人 )

訪問看護
ステーション

(人 )

脇定書饉師
(人 )

専門看護師
(人 )

'し

がん検診 :視診・触診 (一次スクリーニング) I 3 2 7

小児のCT・ MR:検査時の餃静実施の決定 3 | 7

ll 麻酔の覚醒 3 :

血流評価検査(AB:/PWV/SPP)検 査の結果の評価 3

救急時の輸液路確保目的の骨髄穿余1(1ヽ 児) 4 0 0 0

末梢静脈挿入式静脈カテーテル(PiCC)挿 入 0.9' 4 1 1 2 4

体表面創の抜糸・抜鉤 091 1 1 6

隆皮的気管穿束10:(トラヘルバー等)の挿八 09) 5 :

頃動脈超音波検査の実施の決定 0.8鴨 1 | 0 2 3

子富頸がん検診 :細胞診のオーダ(一次スクリーニング)、 検体採取 08蜘 7 1 3 |

1 〕T、 MRI検査の画像BIF価 08跳 1 0 7

骨密度検査の結果の評価 08引 0 5

小児の人工呼吸器の選択:HFO対 応か否か 0 | 4 0

場脈ライン確保 07% 0 0

陶腔ドレーン抜去 07鴨 1 3 l

拘立腺がん検診 :触診・PSAオ ーダ(一 次スクリーニング) 07ヽ | 0

[4部ドレーン短切 (カット) 07覧 | 0 0

皮膚表面の麻酔 (注射) | : 2 |

1ヽ 児の綺カテ:瞬勁脈の輸液路確保 0 6 0 1

む1部ドレーン抜去 06' l |

VR時 の動脈穿刺、カテーテル

'T入

・抜去の-30実施 06ヽ 9

崚気ill固 メスによる止血(褥 癒部 ) 05ヽ
| l

浸倉J(非 感染創)の縫合 :皮 下組織まで(手 ll・「室外で) 053 | 1 1 l

非感染府りの縫合 :皮 下組織から筋層まで(手術富外で) 05ヽ | : |

局所麻酔(硬膜外・腰権 ) 05% | 6 0 l

1 腹部超音波検査の結果の評価 04% | 2 6

心腱超音波検査の結果の評価 04% 2 1 5

| 腹都超音波検査の実施 04% 2
1 6

猥底検査の結果の1平 価 0.4% 0 2 7

7 医療用ホッチキス(スキンステーフラー)の使用(手 1析室外で) 031 0 11
| l

b癬ドレー ン抜 去 03' 0 0 1 4

大勁脈バルーンバンピングチュープの抜去 03) 1 0 0 0

神経ブロック 0 0 :

「一時的ベースメーカー」の抜去 0 0

闘節穿策1 | | l
| |

蟻下内視餃検査の実施 0

膵管・胆管チュープの入れ替え 03男 |
1 |

b臓超音波検査の実施 02引 2 7 2
l

中心静脈カテーテルlll入 023 : 1 l :

腹腔穿刺〈一時的なカテーテル留置を含む ) 0.2ヽ 3 l l
|

陶腔穿束1 01ヽ 3

1,定機能病院(1,476人 )、 特定機能病院以外の病院(3.047人 )、 診療所(50人 )、 訪問看韻ステーション(169人 )、 認定書護師(658人 )、 専P"看餞師(277人 )|

*現在場餞師が実施している:すべての回答

“

lfこ の医行為は実施されていない」を選択をした回答を除く)のうち、(2)「看護師が実施しているJを選択した回答の割合

※この結果は速報値により、今後変更の可能性があります。




